
キャッシュレスと
GAFA+Aの金融戦略
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日本の
キャッシュレス
の現状と展望

1
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キャッシュレス決済とは

カード決済 モバイル決済 オンライン決済

• クレジットカード
• デビットカード
• プリペイドカード
• 電子マネー

• モバイル非接触決済
• モバイルQRコード決済

• オンライン決済
• 銀行振込
• 口座引落
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キャッシュレス決済認知度（男女500人）

84.5

59.0

57.4

79.0

64.7

40.5

52.5

11.6

20.3

5.4

2.1

クレジットカード

デビットカード

プリペイドカード

電子マネー

モバイルQR決済

モバイル非接触決済

オンライン決済

銀行振込

口座引落

コンビニ払い

現金着払い

Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2019.03（インターネット）

毎日のようにキャッシュレス決済の話題がメディアに取り上げられていますが、以下のどの決済手段がキャッシュレス決済だと思いますか。（MA：％）

￥
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世界のキャッシュレス事情（2015年）

出典：経産省キャッシュレスビジョンH30.04（世界銀行、BIS、BTCAのレポートより算出）

世界に目を向けると
キャッシュレス先進国の決済比率は韓国を筆頭に高い

日本はキャッシュレス後進国
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日本政府のキャッシュレス目標

2021 2025 2027 20XX2017

40%

2029

20%

KGI

80%

経済産業省は2018年4月「キャッシュレスビジョン」を発表。
「未来投資戦略2017」で設定した2027年までにキャッシュレス決済比率目標40％達成を

2025年大阪万博までに前倒ししました。

将来的にはキャッシュレス先進国並みの80％まで
キャッシュレス決済比率を高めるとコメントしています。

はたして政府が掲げたKGI（Key Goal Indicator）は達成できるのでしょうか。

Source: 経済産業省「キャッシュレス・ビジョン」よりNCB Lab.作成
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キャッシュレス派 vs 現金派

キャッシュレス派 70％

• キャッシュレス派：男性74％ vs 女性67%
• 年齢による差はほとんどない

キャッシュレス派

現金派 30%

現金派
￥

Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2019.03（インターネット）

支払い（決済）はできるだけキャッシュレスにしたい-支払い（決済）はできるだけ現金にしたい
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キャッシュレス意識 キャッシュレス利用

70％

20％

場が限られている
Gap1

後ろめたさ
Gap2

意識と利用のギャップ

Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2019.03（インターネット）
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35%

65%
現金

キャッシュレス

中小事業者のキャッシュレス決済導入比率
消費者は商店街や中小飲食店では

キャッシュレス決済が使えないと感じている人が多い
本当かどうか？

Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2018.10（インターネット）

￥
未導入

導入済
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うしろめたさを感じる場面

百貨店：クレジットカードは
借金カードのイメージが強く、
つい現金を出してしまう

コンビニ：少額なのにクレ
ジットカード払いはチョット

専門店：クレジットカードを
提示すると1回払いですかと
いわれる

飲食店：忙しそうにしている
のにカード決済は・・・
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政府の消費増税対策認知度

21.6

13.3

16.2

9.9

2.6

43.7

43.0

39.6

30.8

21.5

34.7

43.7

44.2

59.3

75.9

キャッシュレス還元

プレミアム商品券

軽減税率

自動車・住宅購入減税

商店街活性化

内容まで知っている 聞いたことがある程度 知らない

Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2019.03（インターネット）
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増税対策利用意向

34.9

26.0

23.0

29.8

29.4

28.6

24.6

31.5

30.4

2.9

5.1

6.4

7.8

8.0

11.5

キャッシュレス還元

軽減税率

プレミアム商品券

非常に利用してみたい ある程度利用してみたい

どちらともいえない

あまり利用したくない まったく利用したくない
Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2019.03（インターネット）
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インセンティブ期間後のキャッシュレス意欲
キャッシュレス決済でポイントやキャッシュバックがもらえるのは、2020年6月までです。それ以降もキャッシュレス決済を使いますか。

16.3

22.6

1.5

16.3

20.2

7.2

41.5

49.9

21.9

19.5

5.4

52.6

6.3

1.8

16.8

全体

キャッシュレス派

現金派

どこでも非常に積極的にキャッシュレス決済を使う これまで以上にキャッシュレス決済を使う

今までと同じように主にキャッシュレス決済使う 主に現金を使いキャッシュレス決済はあまり使わない

キャッシュレス決済は使わず現金しか使わない

74.2%

92.8%

30.5%

Source: 電通・NCBキャッシュレス調査2019.03（インターネット）
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2020
東京オリンピック
パラリンピック

2025
大阪万博

2019
消費増税対策

キャッシュレス
2019
ラグビーW杯

キャッシュレスに力強い追い風
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GAFA+Aの
経済圏拡大戦略
と金融サービス

2
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GAFA+Aの野望とは

独自経済圏の構築

Online

Real World

ボーダレス
で

決済



17

Copyright © NCB Lab. All Rights Reserved 

2011年世界を震撼させたGoogle Wallet

決済情報を取得し広告価値を上げる

オンライン決済 オフライン決済• 特典
• 推奨

クラウド

機械学習 AI
決済データ 決済データ
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2018年1月グーグルが決済をGoogle Payに統一

独自の決済ブランドを一本化し、グーグル経済圏の構築を急ぐ
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欧州で覇権を狙うGoogle Pay

PIS
Payment Initiation Service

E-Money

アイルランド リトアニア

2018.12.24
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2019年2月末現在、31の国と地域で利用可能

• 米国
• カナダ
• ブラジル
• チリ

• 日本
• 香港
• 台湾
• シンガポール
• オーストラリア
• ニュージーランド
• インド（超音波/QR決
済）

• UAE

• 英国
• アイルランド
• フランス
• ベルギー
• イタリア
• スペイン
• デンマーク
• ノルウェー
• フィンランド
• スウェーデン
• ドイツ
• ポーランド
• チェコ
• スロバキア
• ロシア
• ウクライナ
• クロアチア
• サンマリノ
• バチカンシティ31

Google Pay MAP
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Googleの野望と金融サービス
l 「決済データを広告価値の向上に使おう」という野望が破綻、このトラウマが
Google社内に強く残っている。

l 独自展開のGoogle Walletから方向転換し、Android陣営の拡大策として
Android Payを積極推進、さらにGoogle Payへ統一、と紆余曲折。

l Alphabet2018年12月期の決算報告に決済や金融に触れたのは、インドでの
Google Payについての1回のみ。

l 欧州では電子マネーとPISの免許を取得。インドでは融資サービスをはじめてい
る。これらを勘案すると、今後独自の金融サービスを拡大する可能性がある。

Google Payブランドを確立し、独自金融サービスで経済圏を拡大
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iPhone売上ダウン

Source: Apple IR（単位：百万ドル）
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Appleの売上構成

iPhone
60%

iPad
7%

Mac
10%

Services
16%

Others
7%

$2,616億
2018年

Source: Apple IR

サービス収益の拡大が喫緊の課題

Apple Pay
Apple Music
Apple News+

Apple Card
Apple TV+
Apple Arcade

2019年6月期決済
47%にシェアダウン
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Apple Card発行の目的

アップル製品の購入促進

Apple Payの利用促進

サービス収益アップ

金融機関の力を借りてApple Payのブランドを確立し
アクティブ利用者が増えた段階で自社カードを発行するという緻密な戦略
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2019年2月末現在、35の国と地域で利用可能

• 米国
• カナダ
• ブラジル

• 日本
• 中国（Web決済の
み）

• 香港
• 台湾
• シンガポール
• カザフスタン
• オーストラリア
• ニュージーランド

• サウジアラビ
ア

• UAE

• 英国
• アイルランド
• フランス
• ベルギー
• イタリア
• スペイン
• デンマーク
• ノルウェー
• フィンランド
• スウェーデン
• スイス
• ドイツ
• ポーランド
• チェコ
• ロシア
• ウクライナ
• マン島
• バチカンシティ
• ジャージー島
• サンマリノ
• モナコ
• ガーンジー35

Apple Pay MAP
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Appleの野望と金融サービス
lAppleはいままでにない新しいモバイル決済としてApple Payを開発。

lGoogleの目的は決済データの収集で広告効果を高めることにあったが、Appleは
「データを収集するビジネスはおこなわない」と明言。

lApple PayにApple Cardを加え、アップルのハードとソフトの販売を強化。

l加えて金融サービスによるサービス収益拡大も狙っている。

ハード・ソフトの売上増進と金融サービス収益アップ
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Facebook仮想通貨Libra

l ミッションは「多くの人びと
に力を与える、シンプルで国
境のないグローバルな通貨と
金融インフラを提供する」

l リブラはブロックチェーン技
術を使ったステーブルコイン。
ドルや円などと同等の価値を
持つ。

l 主にアジアやアフリカなどの
新興国向けのサービス

l ローンチは2020年を予定
l フェイスブックは、2020年
までに、Libra協会に100の
団体加盟をめざしている

l 入会金は1,000万ドル

2019年6月発表
https://libra.org/ja-JP/

l 「仮想通貨は既存の通貨を代
替するものとしてみるべきで
はない。リブラが基軸通貨と
なるなどということは問題外
で、ありえないし、あっては
ならない」フランス金融大臣

l 「20億人以上の利用者を抱
えるフェイスブックは、シャ
ドウバンクになる可能性があ
り、規制当局は最高レベルの
警戒を促すべきだ」ドイツの
欧州議会議員

l 「Libraはプライベートな仮
想通貨になる可能性があり、
安心して使えるものではな
い」インド経済局長官
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もうひとつの柱に育てたい決済収益

$11,492 
$17,079 

$26,885 

$39,942

$55,013

$974 
$849 

$753 

$711

$825

2014 2015 2016 2017 2018

広告収入 決済その他

Source: Facebook IR 単位：百万ドル

2012年5月IPO
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Facebookの野望と金融サービス
l Facebookは2012年の上場をひかえ、広告収入と決済その他収入の２本柱にしよ
うと考えた。そのためにFacebookは金融子会社を設立している。

l第1弾は仮想通貨Facebook Creditsだったが、2年で撤退。

l第2弾はメッセンジャー送金決済だが、欧州では1年半で撤退。

l第3弾はブロックチェーンを活用した仮想通貨Libraを発行すると発表。

決済収入を広告収入と同等の柱にする
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アマゾンのプリンシパル（基本ルール）

誰にも負けない
顧客執着心 発明への情熱

卓越した
オペレーション 長期的思考

●顧客のレビュー ●パーソナルな商品提案●プライム会員●スピード配送
●クラウドサービス●デジタル書籍●スマートスピーカー ●音声アシスタント
●スマートホーム●アマゾンゴー
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1-Click®

即日配送

動画

音楽

デジタル書籍

決済
（カード）
情報

配送先
情報

Øカード番号
Ø有効期限
Ø名義
Øセキュリティコード

Ø氏名
Ø住所
Ø電話番号
Øメールアドレスなど

顧客利便性を徹底追求した1-Click決済

l 1-Click決済とはアマゾンの口座に登録した決済手段や送付先情報を活用し、ワンクリックで決済できるサービス
l アマゾンのマーケットプレイスでの利便性を追求したスピード決済

これまで入力しなければならなかった情報
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さらに利便性を追求した音声アシスタント

テキストや音楽、
画像、動画などを
入手

情報入手

検索内容に合致も
のを選ぶ

情報選択

検索内容に近いも
のを表示

Web検索

キーボードから文
字を入力

文字入力

音声や音楽、画像、
動画など入手

情報入手

ハンズフリーで音
声入力、画像や動
画を同時アップ

音声入力
文字入力 音声入力
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Amazonの野望と金融サービス
l顧客視点に立った多様な金融サービスを開発＜1-Click、Amazon Pay、Cards、
Merchant Lending、IoT Paymentsなど＞

l決済情報（誰が、いつ、何を、いくらで買ったの）をもとに、直近の顧客ニーズをあぶり
出し、「衣・食・住・娯楽」関連の商品やサービスを開発・提供しながら、プライム会員
を増やし、アマゾン経済圏を拡大

ショッピング（セリング）のバリューチェーンを変革し
クロスボーダーの巨大経済圏を築き上げようとしている

Access

Select Decision

Compare Checkout

フリクションレスの
バリューチェーン
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アリババグループ経済圏

ロジスティクス基盤

マーケティングサービス＆データ管理基盤

クラウドコンピューティング・テクノロジー基盤

決済＆金融サービス基盤

メディアデータ基盤

リテール

グローバル

法人 サービス メディア＆娯楽 革新的
サービス

デ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

デ
勖
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
勖
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Alipayアプリは総合生活サービス

携帯電話料金入金カード返済

少額投資

More

ウーバー

送金

ジーマクレジット

為替レート 公共料金支払い

交通チケット

クーポン

海外ライドシェア
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芝麻信用が生み出すAlibabaループ
スコアを上げ
て生活を豊か
にしたい

普段の行動を
見直そう

さらにアリバ
バをつかおう

公共料金も
ネットも店舗
もアリペイ

花唄や余額宝
もつかってみ

よう
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Payment

Social Score 芝麻信用 微信支付分

Mini Program

中国IoTサービスの概念図

ファスト
フード

無人
コンビニ

シェア
サービス

ニュー
リテール

スマート
冷蔵庫

WeChat Payments ScoreZhima Credit
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アリババの野望と金融サービス
lアリババ経済圏を拡大するため、モバイル決済Alipayが先陣を切って地ならし

l決済をベースに、投資、保険、融資、そしてライフスタイルサービスを拡充

l信用＝財産をスローガンに、ソーシャルスコアを構築

lモバイル決済からIoT決済に進化させ、ボーダレスに経済圏を拡大している

アリババ経済圏の住民を20億人にし、トータルな金融サービスを提供する
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N C B  R E S E A C H  F I L E

総括
GAFA+Aの金融サービス比較
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独自経済圏拡大の鍵

P
T

C
P

優良顧客との絆強化
ロイヤルティの醸成C
パーソナルな提案
データの加工（機械学習・音声認識・画像認識）P
独自決済手段の提供
データ収集（決済データ・音声データ・画像データ）P
最新テクノロジーの活用
モバイル・IoT・AI・5G・ART
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経済圏住民の欲望を満たしつづける仕掛け
Evolution
優良顧客との絆強化
パーソナルな提案
商品やサービスを進化
ビジネスの革新

Data
決済データや

音声会話データなど
大量なデータを収集

AI
欲望の変化を瞬時に判定
チューニングの精度UP
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問合わせ先

info@ncbi.jp

ニューペイメント・キャッシュレス・フィンテック

NCB Lab.

https://www.ncblibrary.com


